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（様式１）

14501

12． 共同申請校 該当なし

123.0%

人

人人

11. 学部等名

学部等数

人

学生・
教職員数

10.

17,025

１１学部

教員数 合計

人 3,5801,874

定員充足率
（H27.4.1）

1,706

113.0%

文学部、国際文化学部、発達科学部、法学部、経済学部、経営学部、理学部、医学部、工
学部、農学部、海事科学部

115.8%

人

10,655 人

4,049

人

4,981 人

14,704 人4,294 人

・クォーター制　　　　　・課題発見・解決能力　　　　　・グローバルチャレンジ実習

５． 事業責任者
ふじた　　せいいち

全学[大学教育推進機構、文学部、国際文化学部、発達科学部、法学部、経済学部、経
営学部、理学部、医学部、工学部、農学部、海事科学部、日欧連携教育府]

理事・副学長
藤田　誠一

 ふりがな

 （氏名）

テーマⅣ　長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）

 （所属・職名）

テーマ６．

機関番号

 （大学等の設置者）

 ふりがな

 （氏名） 武田　廣

４．

事業者

 （氏名） 武田　廣  （所属・職名）

３．

申請者  ふりがな たけだ　　ひろし

 （大学の学長）

平成27年度大学教育再生戦略推進費

[基本情報]

１． 大学名 神戸大学

「大学教育再生加速プログラム（AP）」　計画調書

学長
 （所属・職名）

学長

７．
事業のキー
ワード

２．

学問分野

実施対象
（学部）

（399文字）

たけだ　　ひろし

事業のポイン
ト（400字以

内）８．

　「神戸グローバルチャレンジプログラム」は、1・2年生の1つのクォーターをギャップターム
として設定し、国際的なフィールドで学生が行う自主的な活動を、「グローバルチャレンジ実
習」として単位認定する。プログラムに参加する学生は、「課題発見・解決型グローバル人
材」として本学の全学生が卒業時に身につけるべき5つの能力「神戸スタンダード」の必要
性を体感し、「学びとは何か」を主体的に考え、「学びの動機づけ」を得る。国際的なフィー
ルドで活動を行うことから、学生は異文化環境の下で自らの体験に基づき課題発見・解決
能力の必要性に気づくことができる。これらの気づきにより、学生は主体的な学修姿勢を身
につけ、その後の海外留学等の国際的なフィールドでの更なる活動にチャレンジすること
が期待される。学生は本プログラムに参加することを通じて、本学が独自に設定したチー
ムワーク力、自己修正力、課題挑戦力を身につけることができる。

2,535 人

取組学部等
名
（必要に応じ［　］書きで課
程区分を記入。複数の部
局で合わせて事業を形成
する場合は、全ての部局
名を記入。大学全体の場
合は全学と記入の上[ ]
書きで全ての部局名を記
入。）

9．

全学生数
（H27.4.1）

収容定員
（平成27年度）

12,044

教職員数（H27.4.1）学生数

学部

大学院

合計

入学定員
（平成27年度）

1,759

職員数

学部 

人社系 理工系 農学系 医歯薬系 看護・医療 その他・全



2

事業規模

※１．文部科学省や他省庁が実施する他の補助金（公募要領Ｐ．６参照）は「大学負担額」に計上しないこと。

111,946

6,982

32,902

31年度

39,884

補助金申請額
内
訳

26,682
大学負担額

30年度29年度

39,964

19,852

13,450

19,983

19,466

19,982

※２．国立大学における運営費交付金、公立大学における運営費交付金等、私立大学の私立大学経常費補助金等は「大学負担額」に計上し
ないこと。

※３．共同申請の場合、事業の総額を下欄に（　）で記入すること（自動表示）。

80,081

http://www.kobe-u.ac.jp/campuslife/edu/education_info/index.html#4

14．事業経費（単位：千円）　※千円未満は切り捨て

合　計年度（平成） 28年度

33,302 39,429 192,027

27年度

39,448

13,282

19,446

13．
学校教育法施行規則第１７２条の２第３項において「公表するものとする」とされた教育研究活動の
状況について、公表しているHPのURL
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